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平
成
22
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
17
日
ま
で
、
15

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
平
成
21
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
、
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正
等
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ

た
議
案
25
議
案
、
議
員
発
議
１
件
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
、
成
田
克
子
、
佐
藤
孝
志
、
松
橋
勝
利
、
佐
々

木
直
光
、
三
上
洋
、
木
村
良
博
、
伊
藤
良
二
の
７
名
の
議
員
が
登

壇
、
市
政
の
課
題
に
つ
い
て
当
局
の
考
え
方
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　議員団は10月6日、三沢市において青森県市議会議
長会主催の市議会議員研修会に参加しました。講師の早
稲田大学大学院教授北川正恭氏の「地域主権と地方議
会改革」についての講演を拝聴し、地方議会について意
見交換をしました。

　議員団は10月6日、三沢市において青森県市議会議
長会主催の市議会議員研修会に参加しました。講師の早
稲田大学大学院教授北川正恭氏の「地域主権と地方議
会改革」についての講演を拝聴し、地方議会について意
見交換をしました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・11億561万4千円
・・・・・・・・・・・・・・221億5,611万2千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・282万7千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億5,647万5千円

・・・・・・・・・8,355万3千円
・・・57億5,574万5千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・707万5千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・790万1千円
・・・・・・・・・・1億4,826万3千円
・・・・・・・・38億4,810万8千円

〇平成22年度一般会計補正予算額
　　　　　　　　補正後の予算額
・映画制作事業補助金
・強い農業づくり事業補助金
〇平成22年国民健康保険特別会計補正予算額
　　　　　　　　　　　　　補正後の予算額
〇平成22年老人保健特別会計補正予算額
　　　　　　　　　　　補正後の予算額
○平成22年介護保険特別会計補正予算額
　　　　　　　　　　　補正後の予算額
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会　　　計　　　名 歳入決算額 歳出決算額 差引額
一 　 　 般 　 　 会 　 　 計 25,062,542 24,819,799 242,743

一般会計 単位：千円

会　　　計　　　名 歳入決算額 歳出決算額 差引額
土 地 取 得 特 別 会 計 5,574 5,574 0
農業集落排水事業特別会計 861,873 816,925 44,947
公共下水道事業特別会計 735,456 727,807 7,649
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 5,684,100 5,573,493 110,606
老 人 保 健 特 別 会 計 9,490 9,490 0
後期高齢者医療特別会計 590,553 587,142 3,411
介 護 保 険 特 別 会 計 4,097,632 4,090,613 7,018
合　　　　　　　　　計 11,984,682 11,811,047 173,634

特別会計 単位：千円

※千円未満切り捨て

健 全 化 判 断 比 率 平成21年度 平成20年度 早期健全化基準
① 実 質 赤 字 比 率 ― ― 12.89
② 連 結 実 質 赤 字 比 率 ― ― 17.89
③ 実 質 公 債 費 比 率 18.2 17.9 25.0
④ 将 来 負 担 比 率 192.9 211.1 350.0

つがる市健全化判断比率の状況について （％）

注）実質収支又は連結実質収支が黒字である場合、「実質赤字比率」又は「連結実質赤字比率」は負の
値になるため、「―」で表示されます。

健 全 化 判 断 比 率 平成21年度 平成20年度 早期健全化基準
① 病 院 事 業 会 計 ― 1.2 20.0

資金不足比率の状況について （％）

※今年度は資金不足がないため「―」と表示しています。

区　　　　分 平成21年度 平成20年度 平成19年度
財 政 力 指 数 0.25 0.26 0.26
経 常 収 支 比 率 90.7 91.7 96.5
公 債 費 比 率 15.5 16.7 17.1
実 質 公 債 費 比 率 ※　　18.2 ※　　17.9 16.4
起 債 制 限 比 率 13.0 12.9 11.9

財政分析

※算定項目が新たに追加されたため、該当する数値を３年度間それぞれ加えて得た数値の平均値である

■
つ
が
る
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
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消
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一
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正

　

大
畑
・
南
広
森
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
を
新
た
に
設

置
す
る
た
め
提
案
。

大
畑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
消
防
セ
ン
タ
ー

　

つ
が
る
市
木
造
大
畑
朽
葉

２
２
２
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■
つ
が
る
市
健
康
増
進
施
設
設

置
条
例

　

つ
が
る
市
健
康
増
進
施
設
を

設
置
し
、
そ
の
管
理
に
つ
い
て

必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
に

提
案
。

健
康
増
進
施
設
「
稲
穂
の
湯
」

入
浴
料

　

12
歳
以
上　
　

 

３
２
０
円

　

６
歳
以
上
12
歳
未
満

　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
０
円

　

６
歳
未
満　
　
　
　
　

60
円

※
回
数
券
は
13
回
券
を
も
っ
て

10
回
券
相
当
の
料
金
と
す

る
。
特
別
回
数
券
（
イ
ベ
ン

ト
等
に
発
行
す
る
回
数
券
）

に
つ
い
て
は
、
市
長
が
別
に

定
め
る
も
の
と
す
る
。

■
財
産
取
得
の
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消
防
ポ
ン
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自
動
車

　
（
Ｃ
Ｄ
‐
Ｉ
Ｂ
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２
台

　

取
得
価
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３
、６
８
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万
５
千
円

　
　
　
　
　
（
消
費
税
込
み
）

配
置
先

　

車
力
第
１
分
団
消
防
屯
所

　
「
車
力
」

　

木
造
第
18
分
団
第
１
消
防
屯
所

「
広
岡
」

　

平
成
21
年
度
つ
が
る
市
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
な
ど
歳
入

歳
出
決
算
書
が
監
査
委
員
の
審

査
を
経
て
提
出
さ
れ
、
予
算
決

算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
慎
重

な
審
査
を
し
た
結
果
、
い
ず
れ

の
決
算
も
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
と

特
別
会
計
の
総
決
算
に
お
け
る

歳
入
歳
出
差
引
額
は
４
億
１　

６
３
７
万
７
千
３
５
８
円
で
、

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源

１
億
７
、７
２
５
万
３
、０
６
１

円
を
除
い
た
実
質
収
支
額
は
、

２
億
３
、
９
１
２
万
４
千
２
９

７
円
で
黒
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て

は
、
実
質
公
債
費
比
率
は
、
早

期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
は

い
る
も
の
の
、
地
方
債
協
議
制

度
上
の
許
可
団
体
基
準
に
達
す

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

病
院
事
業
会
計
は
、「
不
採

算
地
区
病
院
の
運
営
に
要
す
る

経
費
」
等
が
計
上
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
好
転
し
ま
し
た
が
、
今

後
も
厳
し
い
経
済
状
況
が
続
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

主
な
可
決
議
案

南広森コミュニティ消防センター

工事中の健康増進施設

平
成
21
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

一
般
会
計
、
特
別
会
計
引
き
続
き
黒
字

病
院
事
業
会
計
も
黒
字
へ

平成21年度つがる市各会計歳入歳出決算額

、
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自
然
豊
か
な
つ
が
る
市
を
全
国

　
　

に
発
信
し
、
観
光
客
の
増
加
に

よ
る
経
済
効
果
や
市
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
映
画
等
の
撮
影
誘
致
が
不

可
欠
と
考
え
る
。
こ
の
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
の
撮
影
誘
致
に
つ

い
て
、
地
元
選
出
国
会
議
員
へ
の
働

き
か
け
な
ど
を
し
て
ぜ
ひ
と
も
成
功

さ
せ
て
欲
し
い
と
考
え
る
が
、
市
長

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　

市
長

　
　

平
成
21
年
５
月
に
設
立
し
ま
し

た
当
市
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

事
業
で
す
が
、
昨
年
度
は
、
東
京
都

で
行
っ
た
、
葛
飾
の
産
業
フ
ェ
ア
や

東
京
ス
ポ
ー
ツ
映
画
大
賞
、
ま
た
、

つ
が
る
の
宝
発
表
会
で
県
内
外
へ
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
た
他
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を

作
成
し
、
設
立
の
案
内
を
映
画
制
作

会
社
等
５
０
４
社
へ
送
付
し
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

今
年
度
は
、
東
北
新
幹
線
全
線
開

業
効
果
活
用
支
援
事
業
を
活
用
し
、

新
幹
線
の
開
業
効
果
を
活
か
す
誘
客

を
目
的
と
し
た
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー

を
作
成
い
た
し
ま
す
。
更
に
つ
が
る

市
へ
の
映
画
等
の
誘
致
す
る
た
め
の

Ｐ
Ｒ
材
料
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

誘
致
に
つ
い
て
は
、
地
元
選
出
国

会
議
員
な
ど
に
お
願
い
す
る
と
効
果

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
併

せ
て
Ｐ
Ｒ
を
し
、
誘
致
に
望
み
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

つ
が
る
市
生
誕
５
周
年
を
記
念

　
　

し
て
22
の
つ
が
る
の
宝
が
厳
選

さ
れ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

収
め
ら
れ
た
が
、
知
ら
な
い
方
も
多

く
あ
り
残
念
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
つ

が
る
の
宝
の
宣
伝
を
ど
の
よ
う
に
し

て
き
た
の
か
、
ま
た
そ
の
効
果
は
ど

う
な
の
か
聞
き
た
い
。

　
　

経
済
部
長

　
　

つ
が
る
の
宝
の
冊
子
を
作
成

し
、
市
内
の
関
係
機
関
、
小
・
中
学

校
、
幼
稚
園
、
県
、
自
治
会
の
役
員

の
方
々
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲

載
し
て
お
り
、
掲
載
後
は
倍
以
上
の

ア
ク
セ
ス
数
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
県
外
に
メ
ロ
ン
等
を
売
り

込
む
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
し

た
が
、
そ
の
際
も
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。

で
き
る
だ
け

県
内
外
へ
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き

た
い
と
思
い

ま
す
。
ま

た
、
新
幹
線

開
業
の
際
に

は
駅
に
も
パ

ン
フ
レ
ッ
ト

を
置
く
予
定

で
す
。

　
　

第
二
次
行
政
改
革
大
綱
に
つ
い

　
　

て
、
非
常
備
消
防
や
組
織
機
構

の
見
直
し
、
証
明
書
発
行
手
数
料
の

見
直
し
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
聞
き
た
い
。
ま
た
、
財
政
運
営

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　　
　

総
務
部
長

　
　

非
常
備
消
防
は
現
在
、
57
分
団

54
部
が
あ
り
、
何
ヵ
所
か
で
統
合

が
進
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
具
体
的
に
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

公
共
施
設
に
関
し
て
は
、
５
町
村

か
ら
引
き
継
い
で
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し

た
た
め
類
似
の
も
の
が
多
く
、
各
施

設
の
利
用
状
況
も
考
慮
し
て
施
設
の

老
朽
化
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
統
廃
合

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

定
員
適
正
化
計
画
で
は
、
こ
れ
か

ら
５
年
間
を
か
け
て
１
０
５
人
の

職
員
の
削
減
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下

さ
せ
な
い
た
め
に
、
業
務
の
効
率
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、
組
織
の
再
編

も
避
け
ら
れ
な
い
と
判
断
し
て
い
ま

す
。
証
明
書
発
行
手
数
料
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
財
政
の
健
全
化
か
ら

も
、
今
後
改
定
を
い
た
し
ま
し
て
、

改
定
後
の
成
果
は
３
９
０
万
円
と
見

込
ん
で
お
り
ま
す
。

　
　

財
政
部
長

　
　

地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は

依
然
厳
し
く
、
先
の
見
通
し
も
不

透
明
な
こ
と
か
ら
、
現
計
画
に
油
断

す
る
こ
と
な
く
、
歳
入
確
保
、
歳
出

削
減
策
に
留
意
し
な
が
ら
財
政
運
営

に
努
め
る
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
税
率
、
使
用
料
、
手

数
料
の
見
直
し
、
歳
出
に
お
い
て
補

助
金
等
の
削
減
な
ど
、
市
民
の
生
活

に
直
結
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
そ
の

時
々
の
経
済
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら

慎
重
か
つ
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

す
ぐ
に
す
べ
て
を
値
上
げ
す
る
な
ど

の
状
況
で
財
政
運
営
計
画
を
策
定
し

た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
ご
理
解
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　

介
護
施
設
の
基
盤
整
備
が
必
要

　
　

だ
と
思
う
が
、
現
在
施
設
入
所

希
望
の
待
機
者
が
47
名
と
の
こ
と
で
、

そ
の
対
応
は
。
こ
れ
か
ら
介
護
難
民

が
出
な
い
た
め
に
も
第
５
期
介
護
計

画
等
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
　

福
祉
部
長

　
　

入
所
待
機
者
は
お
り
ま
す
が
、

自
宅
で
訪
問
介
護
や
ヘ
ル
パ
ー
に
よ

る
訪
問
入
浴
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
待
機

者
が
い
る
と
い
う
現
状
を
次
の
第
５

期
介
護
事
業
計
画
で
も
有
識
者
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
対
処
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
介
護
老

人
福
祉
施
設
に
転
換
す
る
方
針
で

す
が
、
現
時
点
に
お
い
て
は
な
か
な

か
作
業
が
進
ん
で
い
な
い
の
が
実
情

で
す
。
介
護
難
民
を
出
さ
な
い
と
い

う
の
が
基
本
で
す
の
で
施
設
が
縮
小

し
た
場
合
ど
の
よ
う
な
受
け
皿
が
可

能
な
の
か
事
業
者
と
協
議
し
な
が
ら
、

平
成
23
年
度
末
ま
で
の
介
護
を
ど
う

す
る
べ
き
か
第
５
期
の
計
画
策
定
に

向
け
、
更
に
話
し
合
い
を
し
て
対
応

出
来
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

答答

答

答

答

問

問

問

問

成田　克子
平政会

・
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
に
つ
い
て

・「
つ
が
る
の
宝
」
に
つ
い
て

佐藤　孝志
平政会

・
第
二
次
つ
が
る
市
行
政
改
革
大
綱
に
つ
い
て

・
市
の
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

一 般 質 問　　　　　　　ここが聞きたい

つがるの宝 DVDとパンフレット
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学
校
の
統
廃
合
が
進
み
廃
校
に

　
　

な
っ
た
校
舎
は
何
校
あ
る
の

か
。
そ
の
校
舎
の
活
用
法
に
つ
い
て

当
局
の
考
え
は
。

　
　

財
政
部
長

　
　

つ
が
る
市
の
廃
校
に
な
っ
た
校

舎
は
現
在
17
校
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
使
用
し
て
い
る
も
の
が

５
校
。
民
間
企
業
へ
貸
付
し
て
い
る

も
の
が
５
校
。
財
産
区
へ
貸
付
し
て

い
る
も
の
が
２
校
。
地
元
の
ス
ポ
ー

ツ
団
体
や
文
化
団
体
等
が
借
り
て
い

る
も
の
が
３
校
。
未
利
用
が
２
校
で

す
。
昨
年
度
の
経
済
危
機
対
策
臨
時

交
付
金
事
業
で
６
校
を
解
体
し
て
お

り
ま
す
。

　

古
く
て
利
用
が
で
き
な
い
も
の
は

今
後
も
解
体
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

今
年
度
の
異
常
な
猛
暑
に
よ
る

　
　

農
作
物
の
被
害
へ
の
対
策
は
。

ま
た
、
市
内
で
も
熱
中
症
の
患
者
は

あ
っ
た
の
か
聞
き
た
い
。

　
　

市
長

　
　

記
録
的
な
暑
さ
に
よ
る
被
害
で

す
が
、
野
菜
類
に
つ
い
て
は
、
開

花
、
結
実
不
良
、
ネ
ギ
の
軟
腐
病
な

ど
病
害
虫
の
発
生
が
み
ら
れ
、
り
ん

ご
は
果
実
の
日
焼
け
と
着
色
不
良
が

み
ら
れ
ま
す
。
総
じ
て
現
在
ま
で
に

収
穫
さ
れ
た
量
が
平
年
に
比
較
し
て

減
少
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

主
力
で
あ
る
水
稲
に
つ
き
ま
し
て

は
、
開
花
後
高
温
が
続
い
た
た
め

に
、
胴
割
、
乳
白
の
発
生
が
見
ら

れ
、
開
花
時
期
が
短
期
間
で
あ
る
た

め
刈
り
取
り
の
適
期
見
極
め
が
難
し

く
、
品
質
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

熱
中
症
の
患
者
で
す
が
７
月
と
８

月
に
成
人
病
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
熱

中
症
と
診
断
さ
れ
た
方
は
25
名
と
の

報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

児
童
生
徒
、
保
育
園
児
の
熱
中
症
の

報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

つ
が
る
市
に
も
１
０
０
歳
以
上

　
　

の
戸
籍
上
の
生
存
者
が
い
る
と

の
こ
と
で
驚
い
て
い
る
。
今
後
の
対

応
は
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　

民
生
部
長

　
　

つ
が
る
市
の
１
０
０
歳
以
上
の

戸
籍
上
の
生
存
者
は
１
４
９
名
で

あ
り
、
つ
が
る
市
に
住
民
登
録
の
あ

る
方
が
14
名
お
り
ま
す
。
こ
の
14
名

の
方
々
の
生
存
に
つ
い
て
は
確
認
し

て
お
り
ま
す
が
、
残
り
の
１
３
５
名

に
つ
い
て
は
、
明
治
９
年
生
ま
れ
の

１
３
３
歳
を
筆
頭
に
、
戸
籍
上
は
生

存
し
て
い
る
も
の
の
処
々
不
明
と
言

う
の
が
実
態
で
す
。

　

今
後
の
調
査
に
つ
い
て
は
、

１
３
５
名
の
不
明
者
の
う
ち
戸
籍
の

附
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
が
居
住

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
市
町
村
に
照

会
し
な
が
ら
生
死
の
確
認
作
業
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
戸
籍
の

附
票
に
住
所
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

全
く
の
処
々
不
明
者
に
つ
い
て
は
、

子
孫
等
の
実
態
を
調
査
し
、
そ
れ
で

も
わ
か
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

法
務
局
と
協
議
を
し
て
職
権
で
抹
消

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

当
市
に
お
い
て
、
高
齢
者
の
独

　
　

り
暮
ら
し
、
高
齢
者
だ
け
の
世

帯
は
ど
の
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
。
高
齢

者
の
方
々
に
福
祉
行
政
が
も
れ
な
く

い
き
わ
た
る
よ
う
に
高
齢
者
の
健
康

状
態
、
生
活
状
況
な
ど
を
市
は
十
分

把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　

福
祉
部
長

　
　

本
年
４
月
１
日
現
在
の
住
民
基

本
台
帳
の
65
歳
以
上
の
独
り
暮
ら

し
世
帯
は
、
１
、
７
７
９
世
帯
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
65
歳
以
上
の
高
齢

者
だ
け
の
世
帯
数
は
３
、
１
２
８
世

帯
で
す
が
、
住
民
票
上
で
世
帯
を
分

離
し
て
い
る
方
も
多
く
お
り
ま
す
の

で
、
実
際
は
約
４
０
０
世
帯
ほ
ど
少

な
い
も
の
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
活
状
況
等
は
、
高
齢

者
が
介
護
認
定
の
申
請
を
さ
れ
る
際

の
調
査
。
ほ
の
ぼ
の
交
流
協
力
員
か

ら
の
情
報
提
供
。
地
域
ケ
ア
会
議
の

際
に
各
地
域
か
ら
の
情
報
提
供
な
ど

に
よ
り
把
握
し
て
お
り
、
必
要
に
応

じ
て
は
、
家
庭
訪
問
な
ど
を
行
い
支

援
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

市
で
は
健
康
相
談
、
健
康
づ
く
り

講
座
、
検
診
事
業
を
通
じ
て
高
齢
者

の
皆
さ
ま
方
の
健
康
状
態
を
把
握
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

こ
れ
か
ら
も
収
納
対
策
を
強
化

　
　

し
て
い
く
と
し
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

市
長

　
　

現
在
収
納
課
で
は
収
納
体
制
の

拡
充
に
伴
い
、
収
納
対
策
プ
ラ
ン
を

自
主
的
に
策
定
し
、
大
口
滞
納
者
の

重
点
整
理
や
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の

滞
納
処
分
を
強
化
し
て
き
ま
し
た
。

滞
納
者
の
実
績
に
即
し
た
分
納
契
約

の
履
行
等
に
よ
る
時
効
の
中
断
処
理

を
行
い
、
不
納
欠
損
の
縮
減
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

納
税
環
境
の
拡
充
を
図
る
べ
く
、

市
役
所
の
開
所
時
間
に
制
限
さ
れ
る

こ
と
な
く
い
つ
で
も
納
税
で
き
る
コ

ン
ビ
ニ
収
納
の
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
納
め
忘
れ
の
な
い
口

座
振
替
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　

支
所
の
廃
止
や
業
務
見
直
し
に

　
　

よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
行
政
改
革
と

の
兼
ね
合
い
を
ど
う
図
っ
て
い
く
の

か
。指
定
管
理
施
設
の
統
廃
合
、無
償

譲
渡
な
ど
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

総
務
部
長

　
　

こ
の
問
題
は
非
常
に
難
し
い
問

題
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
総
合

計
画
に
掲
げ
て
い
る
様
々
な
施
策
や

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
一
方
で
、
景
気
低

迷
に
よ
る
税
収
の
減
、
地
方
交
付
税

の
減
少
傾
向
に
よ
り
、
職
員
の
削
減

な
ど
の
行
政
改
革
は
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
49
施
設
が
指
定
管
理
者
制
度
の

も
と
に
指
定
管
理
し
て
お
り
ま
す

が
、
指
定
管
理
期
間
も
定
め
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
す
ぐ
統
廃
合
と
は
い

き
ま
せ
ん
が
、
検
討
を
続
け
て
い
く

必
要
は
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

民
間
企
業
や
地
域
か
ら
の
要
望
が
あ

れ
ば
、
そ
の
条
件
を
勘
案
し
な
が
ら

譲
渡
や
貸
与
を
す
す
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答答

答

答答

答

問問

問問

問

問

松橋　勝利
無所属

・
市
の
廃
校
と
な
っ
た
校
舎
に
つ
い
て

・
今
年
度
の
異
常
な
猛
暑
に
つ
い
て　

・
１
０
０
歳
以
上
の
戸
籍
上
の
生
存
者
に
つ
い
て

佐々木直光
芳和会

・
福
祉
問
題
に
つ
い
て

・
税
の
収
納
対
策
に
つ
い
て

・
第
二
次
つ
が
る
市
行
政
改
革
に
つ
い
て

一 般 質 問　　　　　　　ここが聞きたい
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過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

　
　

法
が
今
年
３
月
で
期
限
切
れ
と

な
り
、
６
年
間
延
長
に
な
っ
た
が
、

つ
が
る
市
に
は
ど
の
よ
う
な
課
題
・

問
題
点
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
ら
に
対

し
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
き
た
の

か
。

　
　

市
長

　
　

問
題
点
と
し
て
は
、
産
業
振

興
、
交
通
通
信
体
制
、
生
活
環
境
の

整
備
、高
齢
者
対
策
、医
療
の
確
保
、教

育
の
振
興
、
地
域
文
化
の
振
興
な
ど

様
々
な
問
題
を
抱
え
お
り
ま
す
。

　
　

財
政
部
長

　
　

平
成
17
年
度
に
策
定
し
た
つ
が

る
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に

基
づ
き
、
総
額
で
24
億
７
千
万
の

過
疎
事
業
債
を
活
用
し
て
事
業
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
国
営
・
県

営
の
岩
木
川
左
岸
事
業
、
勝
山
地
区

赤
根
地
区
の
ふ
る
さ
と
農
道
事
業

に
約
13
億
６
千
万
円
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
屯
所

の
改
築
、
消
防
ポ
ン
プ
車
の
購
入
等

に
約
４
億
４
千
万
円
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
の
整
備
に
３
千
万
円
。
統
合

小
学
校
建
設
な
ど
を
実
施
し
、
約

２
億
４
千
万
円
、
こ
れ
ら
の
過
疎
債

を
活
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

過
疎
対
策
事
業
と
し
て
は
最
も
有

利
な
起
債
と
し
て
過
疎
債
が
充
当
で

き
る
わ
け
で
す
の
で
、
こ
れ
ら
を
有

効
に
活
用
し
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

つ
が
る
市
が
過
疎
地
域
と
し
て
過
疎

か
ら
脱
却
で
き
る
よ
う
な
事
業
と
し

て
手
を
尽
く
し
て
き
た
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
　

こ
れ
か
ら
の
過
疎
対
策
事
業
に

　
　

つ
い
て
、
ど
ん
な
事
業
計
画
を

持
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
合
併
前

の
４
村
で
過
疎
指
定
さ
れ
て
い
る
村

で
一
番
事
業
費
を
か
け
た
過
疎
対
策

事
業
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
あ
る
の

か
聞
き
た
い
。

　
　

財
政
部
長

　
　

過
疎
法
が
３
月
31
日
で
切
れ
た

後
も
引
き
続
き
過
疎
地
域
に
指
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
新
た
な
過
疎
計

画
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

12
月
議
会
に
お
い
て
市
議
会
の
決
議

を
た
ま
わ
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
　

稲
垣
支
所
長

　
　

稲
わ
ら
の
有
効
利
用
に
畳
床
製

造
事
業
や
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
、

カ
ン
ト
リ
ー
や
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の

設
置
、
そ
し
て
、
一
番
大
き
な
恩
恵

を
受
け
た
の
が
、
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
事
業
で
、
下
水
道
が
１
０
０

％
達
成
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

柏
支
所
長

　
　

昭
和
59
年
に
統
合
し
た
小
学
校

の
建
設
事
業
な
ど
が
あ
り
、
教
育
の

充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

車
力
支
所
長

　
　

農
業
生
産
総
合
条
件
整
備
事
業

と
し
て
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
購

入
。
機
械
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り

労
働
力
の
軽
減
経
営
安
定
化
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

　
　

森
田
支
所
長

　
　

地
域
活
性
化
の
た
め
、
つ
が
る

地
球
村
を
整
備
し
て
お
り
、
第
三
セ

ク
タ
ー
を
立
ち
上
げ
新
規
の
雇
用
を

生
ん
で
お
り
ま
す
。

　
　

市
役
所
に
い
ら
し
た
方
の
利
便

　
　

性
向
上
の
た
め
窓
口
を
再
編
成

し
、
座
っ
た
ま
ま
一
つ
の
窓
口
で
全

て
の
用
事
が
で
き
る
総
合
窓
口
を
開

設
し
た
ら
ど
う
か
と
考
え
る
が
。

　
　

総
務
部
長

　
　

現
在
の
窓
口
体
制
で
す
が
、
各

課
ご
と
に
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
申
請

を
処
理
し
て
お
り
、
用
件
に
よ
っ
て

は
関
係
す
る
窓
口
が
複
数
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
行
政
改

革
の
一
環
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
手
続

き
を
一
つ
の
窓
口
で
出
来
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る

市
町
村
が
か
な
り
出
て
き
て
い
る
よ

う
で
す
。
実
現
す
る
た
め
に
は
、
関

係
課
の
業
務
体
制
の
見
直
し
や
市
役

所
の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
な
ど
色
々
な

課
題
が
出
て
き
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を

考
慮
し
な
が
ら
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
第
一
に
考
え
、
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

農
家
が
良
く
な
ら
な
い
と
地
域

　
　

の
活
性
化
に
つ
な
が
ら
な
い

が
、
地
域
農
業
を
強
く
す
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
施
策
を
行
っ
て
い
る
の

か
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

市
長

　
　

当
市
の
産
業
は
農
業
が
特
化
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
振
興
を
図
る
た

め
、
主
力
品
目
と
し
て
８
品
目
を
ブ

ラ
ン
ド
農
産
物
と
し
て
認
定
し
、
広

く
県
内
外
へ
す
ぐ
れ
た
農
産
物
で
あ

る
こ
と
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

農
業
で
生
活
で
き
る
農
業
経
営
が
強

い
地
域
農
業
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

経
営
規
模
拡
大
、
労
働
力
、
経
営
費

の
削
減
、
特
色
あ
る
栽
培
方
法
な
ど

様
々
な
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
経
営

者
自
ら
そ
の
方
向
性
を
見
出
し
、
実

践
す
る
時
点
で
必
要
な
手
続
き
、
機

械
等
の
導
入
に
対
す
る
支
援
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
農
業
者

の
関
係
団
体
は
も
ち
ろ
ん
、
異
業
種

等
の
意
見
を
参
考
と
し
な
が
ら
農
業

振
興
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
　

認
定
農
業
者
数
、
農
業
後
継
者

　
　

の
推
移
、
後
継
者
対
策
と
し
て

ど
の
よ
う
な
施
策
を
し
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
。

　
　

市
長

　
　

市
内
の
後
継
者
が
集
い
、
相
互

研
さ
ん
し
、
意
識
の
高
揚
、
農
業
技

術
の
習
得
を
図
る
場
と
し
て
農
村
青

年
ク
ラ
ブ
、
市
農
業
士
会
、
市
認
定

農
業
者
協
議
会
等
が
あ
り
、
補
助
、

委
託
事
業
を
実
施
し
て
活
動
を
支
援

し
て
お
り
ま
す
。

　

認
定
農
業
者
数
は
１
、
１
８
９
名

で
、
平
均
年
齢
は
56
歳
で
す
。
農
業

後
継
者
で
新
規
に
就
農
し
た
方
は
、

平
成
20
年
４
名
、
21
年
16
名
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
な
が
ら
若

い
農
業
後
継
者
が
魅
力
を
持
て
る
農

業
振
興
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

答答

答答答答 答

答答

答

問問

問

問

問

三上　　洋
平政会

・
過
疎
地
域
対
策
に
つ
い
て

木村　良博
平政会

・
総
合
窓
口
の
実
施
に
つ
い
て

・
強
い
地
域
農
業
に
つ
い
て

一 般 質 問　　　　　　　ここが聞きたい
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老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
木
造
中

　
　

央
公
民
館
の
建
て
替
え
計
画
は

な
い
の
か
。
新
築
す
る
計
画
が
あ
れ

ば
、
図
書
館
を
併
設
で
き
な
い
か
。

　
　

教
育
長

　
　

木
造
中
央
公
民
館
は
、
築
50
年

近
く
な
り
、
施
設
、
設
備
面
と
も
老

朽
化
が
進
み
多
く
の
利
用
者
に
不
便

を
か
け
て
お
り
ま
す
。
更
に
、
築
80

年
を
経
過
し
た
市
の
文
化
財
で
あ
る

講
堂
の
老
朽
化
も
激
し
い
こ
と
か
ら

今
後
建
て
替
え
等
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

規
模
は
小
さ
く
と
も
機
能
的
に
整

っ
た
単
独
館
と
し
て
の
図
書
館
の
必

要
性
は
十
分
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

併
設
は
、
公
民
館
の
建
設
計
画
と
併

せ
て
重
要
課
題
と
し
て
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

津
軽
広
域
水
道
企
業
団
西
北
事

　
　

業
部
は
、
い
つ
頃
ま
で
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
お
く

つ
も
り
か
伺
い
た
い
。
移
転
の
計
画

は
な
い
の
か
。

　
　

民
生
部
長

　
　

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
移
転
す

る
際
に
水
道
企
業
団
で
は
建
物
の
空

調
設
備
を
含
め
た
改
修
工
事
に
お
よ

そ
１
千
万
円
程
度
の
投
資
を
行
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の
移
転
は
計

画
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

現
在
、
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
貸

借
契
約
は
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

と
な
っ
て
お
り
、
移
転
が
可
能
な
も

の
か
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

高
齢
化
社
会
を
迎
え
除
雪
は
大

　
　

変
な
作
業
で
あ
る
。
木
造
旧
町

の
住
宅
密
集
地
の
市
道
に
融
雪
溝
を

作
る
計
画
は
な
い
の
か
。

　
　

建
設
部
長

　
　

融
雪
溝
を
補
助
事
業
で
実
施
す

る
場
合
の
採
択
基
準
に
バ
ス
路
線

で
あ
る
と
い
う
条
件
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
対
象
路
線
の
大
半
が
県
道
に
限

ら
れ
て
お
り
、
市
単
独
の
建
設
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
単
独
の
事
業
に
な
る
と
事
業
費

も
莫
大
に
な
る
こ
と
か
ら
難
し
い
と

考
え
ま
す
。

　

今
年
度
は
下
車
力
地
区
で
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　
　

他
の
自
治
体
で
は
指
定
管
理
者

　
　

が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
行
っ
て
い
る

場
合
が
あ
る
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

　
　

総
務
部
長

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
は
一
般
的
に
営
利
を

目
的
と
せ
ず
社
会
貢
献
活
動
を
行

っ
て
い
る
民
間
団
体
を
指
し
て
い
ま

す
。
つ
が
る
市
内
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を

設
立
し
よ
う
と
し
た
場
合
、
県
知
事

か
ら
権
限
移
譲
を
受
け
て
い
ま
す
の

で
、
申
請
先
は
つ
が
る
市
長
と
な
り

ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
福
祉
の
増
進
、
文

化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
等
17
の
分
野
が
規

定
さ
れ
、
市
内
に
は
７
団
体
あ
り
ま

す
。

　

９
月
14
日
、
今
夏
の
異
常
な
猛
暑

に
よ
り
、
農
産
物
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
経
済
常
任
委
員

会
で
は
、
農
産
物
作
柄
状
況
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

　

つ
が
る
市
の
農
産
物
の
主
力
で
あ

る
水
稲
、
り
ん
ご
の
園
地
を
訪
れ
、

今
年
の
作
柄
を
確
認
し
生
産
者
ら
を

激
励
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
柏
地
区
桑
野
木
田

の
成
田
健
司
氏
の
り
ん
ご
園
で
、
県

地
域
農
林
水
産
部
農
業
普
及
振
興
室

と
つ
が
る
に
し
き
た
農
協
職
員
か
ら

「
日
焼
け
に
よ
る
高
温
障
害
が
一
部

に
見
ら
れ
る
ほ
か
、
全
体
的
に
小
玉

傾
向
で
あ
る
」
と
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

水
稲
は
、
出
穂
時
期
後
の
気
温
が

高
く
経
過
し
た
た
め
、
胴
割
れ
、
乳

白
な
ど
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

適
期
刈
り
取
り
に
よ
り
作
柄
は
平
年

作
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
森
田
町
山
田
の
り
ん
ご
園

で
は
木
村
猛
氏
が
、
何
十
年
も
り
ん

ご
を
作
っ
て
い
る
が
、
こ
ん
な
日
焼

け
は
見
た
こ
と
が
な
い
と
話
し
、
補

助
金
等
に
対
す
る
要
望
も
寄
せ
、
三

上
委
員
長
は
、
検
討
し
市
に
対
し
て

も
要
請
し
た
い
と
話
し
、
生
産
者
を

労
っ
て
い
ま
し
た
。

答答

答答 問問

問問

伊藤　良二
平政会

・
つ
が
る
市
木
造
中
央
公
民
館
に
つ
い
て

・
津
軽
広
域
水
道
企
業
団
西
北
事
業
部
に
つ
い
て

・
除
雪
対
策
に
つ
い
て

・
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

一 般 質 問　　　　　　　ここが聞きたい

農
産
物
作
柄
状
況
視
察

　
　

︱
経
済
常
任
委
員　

状
況
を
把
握
︱

りんごの日焼けによる障害

生産者から話を聞く委員ら 稲作の状況を視察する委員
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議
案
第
71
号

平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

　
　

佐
々
木　

直
光
委
員

　
　

新
幹
線
対
策
の
、
予
算
が

農
業
振
興
費
の
中
の
ブ
ラ
ン
ド

Ｐ
Ｒ
事
業
や
観
光
費
で
映
画
制

作
補
助
金
な
ど
分
か
れ
て
い
る

が
、
一
本
化
で
き
な
か
っ
た
の

か
。
観
光
客
の
誘
致
で
、
各
周

辺
市
町
村
と
の
連
携
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

　
　

経
済
部
長

　
　

新
幹
線
対
策
に
お
け
る
協

議
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
来
年
度

以
降
は
協
議
会
で
一
本
化
し
て

進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

協
議
会
を
窓
口
に
し
、
五
所

川
原
市
か
ら
西
海
岸
ま
で
一
体

的
な
観
光
ル
ー
ト
に
つ
い
て
話

し
合
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
協
議
会
の
方
で
は
官
民
一

体
で
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
観
光
だ
け
で
は

な
く
つ
が
る
市
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

安
田　

裕
委
員

　
　

地
方
特
例
交
付
金
に
つ
い

て
、
増
額
に
な
っ
て
い
る
が
そ

の
要
因
は
何
か
。

　
　

財
政
部
次
長

　
　

平
成
21
年
度
は
児
童
手
当

と
原
子
力
特
定
交
付
金
を
合
わ

せ
て
３
、
１
４
３
万
５
千
円
の

交
付
金
が
あ
り
ま
し
た
。
増
額

し
て
い
る
の
は
、
昨
年
度
ま
で

は
児
童
手
当
の
み
で
す
が
、
平

成
22
年
度
か
ら
こ
ど
も
手
当
の

創
設
に
係
る
経
費
を
特
例
交
付

金
で
追
加
し
て
お
り
、
児
童
手

当
及
び
こ
ど
も
手
当
特
例
交
付

金
と
い
う
名
目
で
入
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
が
昨
年
度
比
較
し

て
約
２
、
０
０
０
万
円
ほ
ど
多

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
　

安
田　

裕
委
員

　
　

乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
委
託

料
に
つ
い
て
、
こ
の
恩
恵
を
受

け
て
い
な
い
学
生
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　
　

　
　

財
政
部
長

　
　

こ
の
事
業
は
、
高
校
生
等

の
要
望
を
取
り
ま
と
め
て
運
行

し
て
お
り
ま
す
。
弘
南
バ
ス
が

廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
そ
の

路
線
上
で
不
都
合
を
生
じ
て
い

る
方
た
ち
を
救
済
す
る
と
い
う

事
業
で
す
の
で
、
当
初
か
ら
バ

ス
路
線
か
ら
離
れ
て
い
る
方
を

改
め
て
市
で
送
迎
す
る
と
い
う

の
は
今
の
段
階
で
は
想
定
し
て

お
り
ま
せ
ん
。

議
案
第
76
号

平
成
21
年
度
つ
が
る
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
　

松
橋　

勝
利
委
員

　
　

法
人
税
で
も
不
納
欠
損
額

収
入
未
済
額
が
出
て
い
る
の
は

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

　
　

財
政
部
長

　
　

不
況
に
よ
り
倒
産
さ
れ
る

企
業
も
あ
り
、
徴
収
出
来
な
い

事
態
も
あ
り
ま
す
。
倒
産
し
た

企
業
か
ら
物
件
を
差
し
押
さ
え

て
公
売
に
か
け
る
こ
と
も
現
在

し
て
お
り
ま
す
。

　

法
人
の
不
納
欠
損
は
７
件
で

60
万
１
、
０
５
１
円
で
す
。
市

の
姿
勢
は
厳
し
く
見
せ
、
納
税

を
逃
れ
よ
う
と
す
る
方
に
は
よ

り
一
層
厳
し
く
対
処
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
第
1
回
臨
時
会
が

８
月
17
日
に
開
催
さ
れ
、
向
陽

小
学
校
改
築
工
事
の
請
負
契
約

の
締
結
を
含
む
３
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

<

可
決
内
容>

議
案
第
58
号

工
事
の
請
負
契
約
の
件

　

向
陽
小
学
校
改
築
工
事
に
つ

い
て
、
請
負
契
約
を
締
結
す
る

た
め
提
案
し
た
も
の
。

　

本
会
議
の
審
議
の
中
、
議
員

か
ら
は
「
入
札
の
落
札
率
は
ど

の
く
ら
い
か
」
「
工
事
を
請
負

う
企
業
体
は
地
元
の
業
者
も
入

っ
て
い
る
の
か
」
等
に
つ
い
て

の
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し

て
財
政
部
長
か
ら
「
落
札
率
は

96
・
６
％
で
、
企
業
体
は
、
伊

藤
鉱
業
、
乳
井
建
設
、
箱
田
住

宅
工
業
の
地
元
企
業
で
す
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

請
負
代
金

　
　
　

11
億
３
、
９
２
５
万
円

契
約
の
相
手
方

つ
が
る
経
常
建
設
共
同
企
業
体

　

代
表
者　

　
　

株
式
会
社　

伊
藤
鉱
業

　
　

代
表
取
締
役　

増
田
教
正

議
案
第
59
号

財
産
の
取
得
の
件
（
土
地
）

　

つ
が
る
市
市
道
下
古
川
６
号

線
拡
幅
改
良
用
地
と
し
て
土
地

を
取
得
す
る
た
め
提
案
し
た
も

の
。

　

こ
の
取
得
予
定
の
田
、
５
、

３
４
８
・
54
㎡
は
、
国
道

１
０
１
か
ら
県
道
妙
堂
崎
五
所

川
原
線
の
間
を
対
象
と
し
て
い

る
現
在
建
設
中
の
津
軽
自
動
車

道
の
五
所
川
原
西
バ
イ
パ
ス
と

将
来
的
に
連
絡
す
る
予
定
の
道

路
用
地
で
す
。

取
得
金
額

７
、
１
６
５
万
１
、
０
６
６
円

　
議
案
第
60
号

財
産
取
得
の
件

　

ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
（
2.6
ｍ
級

３
０
０
ps
）
を
購
入
す
る
た
め

提
案
し
た
も
の
。

取
得
金
額

　
　
　

１
、
８
２
０
万
７
千
円

予
算
決
算
特
別
委
員
会
の
審
査

答

答

答答

問

問 問

問

委
員
長

野
呂
　
　
司

向
陽
小
学
校
工
事

請
負
契
約
案
等
を
可
決

第１回
臨時会
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松
橋　

勝
利
委
員

　
　

児
童
福
祉
費
の
収
入
未
済

額
が
１
千
万
円
を
超
え
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
説
明

を
。

　
　

福
祉
部
次
長

　
　

こ
れ
は
平
成
21
年
度
の
保

育
料
の
収
入
未
済
額
で
、
58
件

で
５
１
６
万
８
、
４
４
０
円
と

平
成
20
年
度
ま
で
の
滞
納
繰
越

分
が
51
件
、
５
７
１
万
９
千
円

で
合
わ
せ
て
１
０
９
件
１
、

０
８
８
万
７
、
４
４
０
円
の
滞

納
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
保
育

料
の
収
入
未
収
額
が
７
件

で
、
７
万
３
、
５
０
０
円
と

平
成
18
年
度
か
ら
20
年
度
ま

で
の
滞
納
繰
越
分
が
11
件
で

16
万
５
０
０
円
。
合
わ
せ
て
18

件
で
２
万
３
、
４
０
０
円
と
な

っ
て
お
り
、
保
育
料
と
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
滞
納
額
の
総
額

が
１
、
１
１
２
万
１
、
４
４
０

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

随
時
納
付
の
お
知
ら
せ
と
納

付
書
の
発
送
。
個
別
指
導
、
夜

間
の
電
話
督
促
や
納
付
相
談
と

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
完
納
に

は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後

は
こ
ど
も
手
当
を
受
給
し
て
い

る
滞
納
者
の
窓
口
支
給
に
よ
る

納
付
指
導
等
を
強
化
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

安
田　

裕
委
員

　
　

市
民
に
と
っ
て
は
、
市
税

の
不
納
欠
損
と
い
う
の
は
行
っ

て
欲
し
く
な
い
と
い
う
の
が
本

当
の
気
持
ち
だ
と
思
う
が
、
時

効
完
成
に
よ
っ
て
不
納
欠
損
に

な
っ
た
理
由
は
何
か
。

　
　

財
政
部
長

　
　

5
年
の
時
効
に
よ
る
も

の
が
２
、
７
３
３
件
、
２
、

５
７
７
万
８
、
９
１
５
円
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

即
時
消
滅
に
な
っ
た
も
の

は
、
28
件
あ
り
、
行
方
不
明
が

８
件
、
死
亡
さ
れ
た
の
が
64

件
、
外
国
人
で
出
国
し
た
も
の

が
１
件
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
理

由
で
不
納
欠
損
を
出
し
ま
し

た
。

　
　

安
田　

裕
委
員

　
　

ご
み
の
集
積
箱
設
置
工
事

請
負
費
で
も
不
用
額
が
出
て
い

る
が
、
こ
の
ご
み
の
集
積
箱
は

立
派
で
要
望
も
多
い
と
思
う
。

不
用
額
を
出
さ
ず
に
要
望
が
出

た
ら
速
や
か
に
配
布
で
き
る
体

制
を
取
っ
た
ら
い
い
の
で
は
な

い
か
。

　
　

民
生
部
長

　
　

こ
の
事
業
は
地
域
活
性
化

生
活
対
策
臨
時
交
付
金
で
行
っ

た
事
業
で
、
入
札
減
に
伴
い
不

用
額
が
出
た
も
の
で
す
。
各
町

内
会
か
ら
要
望
を
取
り
ま
と

め
、
そ
れ
に
基
づ
き
３
３
６
個

設
置
し
ま
し
た
。
国
の
交
付
金

事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
不
用

額
が
出
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　

財
政
部
長

　
　

臨
時
交
付
金
に
つ
き
ま
し

て
は
、
総
額
の
中
で
様
々
な
事

業
に
充
当
し
て
お
り
ま
す
が
、

入
札
残
が
出
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
そ
の
ま
ま
交
付
金
が
残
っ

た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
他

の
事
業
の
方
に
も
充
当
し
な
が

ら
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

一
般
財
源
は
出
来
る
だ
け
少
な

く
す
る
と
い
う
財
政
当
局
の
考

え
か
ら
事
業
を
充
当
し
た
と
こ

ろ
に
つ
い
て
は
若
干
こ
の
よ
う

に
不
用
額
が
出
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
ゴ
ミ

集
積
箱
に
つ
き
ま
し
て
も
、
入

札
さ
れ
た
も
の
は
ほ
ぼ
満
額
臨

時
交
付
金
を
充
当
し
て
お
り
ま

す
。

　
　

佐
々
木　

直
光
委
員

　
　

公
園
の
管
理
で
す
が
、
公

園
を
造
る
に
あ
た
っ
て
補
助
金

を
申
請
し
た
農
村
整
備
課
や
商

工
観
光
課
で
そ
れ
ぞ
れ
管
理
し

て
い
る
よ
う
だ
が
、
市
民
か
ら

す
る
と
同
じ
公
園
な
の
で
公
園

課
な
ど
を
作
り
管
理
を
一
本
化

出
来
な
い
か
。

　
　

総
務
部
長

　
　

市
民
が
利
用
す
る
公
園
と

い
う
意
味
に
関
し
て
は
一
元
的

な
管
理
の
方
が
望
ま
し
い
と
私

も
思
い
ま
す
。

　

建
設
す
る
際
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
で
建
設
し
ま
す
が
、
そ

の
あ
と
の
管
理
に
つ
い
て
は
建

設
を
担
当
し
た
部
署
が
引
き
続

き
管
理
運
営
し
て
い
る
の
が
実

情
で
す
。
こ
れ
を
一
本
化
す

る
た
め
に
何
か
支
障
が
あ
る

か
調
べ
て

み
ま
す
の

で
、
ご
提

言
と
言
う

こ
と
で
検

討
さ
せ
て

い
た
だ
き

ま
す
。

議
案
第
80
号

平
成
21
年
度
つ
が
る
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定

　
　

木
村　

良
博
委
員

　
　

滞
納
に
よ
っ
て
国
民
健
康

保
険
証
が
交
付
さ
れ
て
い
な
い

世
帯
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

か
。

　
　

民
生
部
長

　
　

滞
納
世
帯
が
７
９
１
世
帯

あ
り
、
短
期
被
保
険
者
証
が

３
５
９
世
帯
。
資
格
証
の
交
付

世
帯
が
68
世
帯
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　

佐
々
木
直
光
委
員

　
　

国
保
税
を
値
上
げ
し
た
こ

と
に
よ
り
、
ど
の
く
ら
い
増
え

た
の
か
。

　
　

民
生
部
長

　
　

今
年
度
国
保
税
の
引
き
上

げ
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

伴
い
、
ひ
と
り
当
た
り
９
、

９
６
３
円
が
増
加
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
被
保
険
数
が

１
万
７
、
２
３
１
人
で
す
の
で

計
算
上
は
１
億
７
千
万
円
ほ
ど

収
入
が
増
え
る
見
込
み
で
す
。

　

出
来
る
だ
け
税
の
徴
収
率
を

上
げ
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

答答

答

答

答

答答

問

問問

問

問問

ごみ集 積 箱

柏桑野木田農村公園
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提出された議案と審議結果

議案番号 件　　　　　       　　　　　　　　　名 議決結果

報告第16号 平成21年度つがる市健全化判断比率及び資金不足比率の状況について 議決不要

報告第17号 平成21年度つがる市継続費清算計算書 議決不要

議案第61号 つがる市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正 原案可決

議案第62号 つがる市職員の育児休業等に関する条例の一部改正 原案可決

議案第63号 つがる市公民館条例の一部改正 原案可決

議案第64号 つがる市しゃりきサンセットドーム条例の一部改正 原案可決

議案第65号 つがる市コミュニティ消防センター条例の一部改正 原案可決

議案第66号 つがる市老人憩の家設置等に関する条例の一部改正 原案可決

議案第67号 つがる市農村公園条例の一部改正 原案可決

議案第68号 つがる市多目的研修集会施設「若草館」条例の廃止 原案可決

議案第69号 つがる市公の施設に関する指定管理者の指定手続等に関する条例の一部改正 原案可決

議案第70号 つがる市健康増進施設設置条例 原案可決

議案第71号 平成22年度つがる市一般会計補正予算（第2号） 原案可決

議案第72号 平成22年度つがる市公共下水道事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案第73号 平成22年度つがる市国民健康保健特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案第74号 平成22年度つがる市老人保健特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案第75号 平成22年度つがる市介護保健特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案第76号 平成21年度つがる市一般会計歳入歳出決算認定について 認　　定

議案第77号 平成21年度つがる市土地取得特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

議案第78号 平成21年度つがる市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

議案第79号 平成21年度つがる市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

議案第80号 平成21年度つがる市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

議案第81号 平成21年度つがる市老人保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

議案第82号 平成21年度つがる市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

議案第83号 平成21年度つがる市介護保険保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

議案第84号 平成21年度国民健康保険病院事業決算認定について 認　　定

議案第85号 財産の取得の件（消防ポンプ自動車（CD-IB型）） 原案可決

議案番号 件　　　　　       　　　　　　　　　名 議決結果

発議第７号 保険でより良い歯科医療の実現を求める意見書 原案可決

（市長提出議案）

（議員提出議案）

　
　

佐
々
木　

直
光
委
員

　
　

国
保
の
制
度
そ
の
も
の
を

変
え
て
い
か
な
い
と
破
た
ん
が

目
に
見
え
て
い
る
。
負
担
が
少

な
く
な
る
よ
う
な
制
度
に
変
え

る
よ
う
市
と
し
て
も
要
望
し
て

欲
し
い
。

　
　

民
生
部
長

　
　

国
で
は
平
成
24
年
度
末
で

後
期
高
齢
者
制
度
を
廃
止
し
た

い
と
の
意
向
で
す
の
で
、
そ
れ

に
伴
っ
て
一
般
の
国
保
も
県
単

位
で
広
域
化
す
る
よ
う
、
現
在

国
の
方
で
詰
め
て
い
る
状
況
で

す
。

議
案
第
84
号

平
成
21
年
度
国
民
健
康
保
険
病

院
事
業
決
算
認
定

　
　

松
橋　

勝
利
委
員

　
　

未
収
金
の
２
億
６
、
２
３

７
万
５
、
３
１
７
円
に
つ
い
て

の
説
明
を
。

　
　
成
人
病
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

　
　

病
院
の
決
算
は
出
納
閉
鎖

期
間
を
設
け
ず
３
月
31
日
で
閉

め
ま
す
の
で
３
月
分
の
保
険
請

求
と
窓
口
請
求
を
４
月
に
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

ら
が
未
収
金
と
し
て
処
理
さ
れ

る
た
め
で
す
。

　

病
院
に
も
滞
納
的
な
未
収
金

が
あ
り
、
過
年
度
分
の
未
収
金

と
し
て
計
上
し
て
い
る
金
額
が

１
、
２
８
１
万
３
、
１
５
４

円
。
そ
の
大
半
が
窓
口
分
で
、

入
院
会
計
が
９
割
。
外
来
分
が

１
割
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

督
促
状
や
電
話
、
自
宅
訪
問

な
ど
を
し
て
分
納
し
て
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
を
再
三
し
て
お

り
、
未
収
金
の
回
収
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

安
田　

裕
委
員

　
　

入
院
、
外
来
の
患
者
が
減

少
し
て
い
る
の
に
収
益
が
対
前

年
度
よ
り
増
え
て
い
る
の
は
、

診
療
報
酬
の
改
定
や
診
療
単
価

が
変
わ
っ
た
な
ど
の
要
因
が
あ

っ
た
の
か
。

　
　
成
人
病
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

　
　

外
来
患
者
に
８
週
間
の
長

期
処
方
を
し
て
い
る
方
が
増
え

た
こ
と
に
よ
り
ひ
と
り
当
た
り

の
収
益
面
が
増
え
た
こ
と
。
入

院
、
外
来
患
者
の
営
業
収
益
が

若
干
増
大
し
た
こ
と
に
よ
り
ま

す
。

　

診
療
報
酬
の
改
定
は
２
年
に

１
回
の
ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
て
お

り
、
平
成
21
年
当
初
で
は
改
定

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　

　

本
定
例
会
に
次
の
意
見
書
が

議
員
提
出
議
案
と
し
て
提
出
さ

れ
、
原
案
の
通
り
可
決
、
地
方

自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ

り
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
、
関

係
各
省
庁
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書

　

歯
科
医
療
従
事
者
が
歯
周
病

の
治
療
・
管
理
が
十
分
に
で
き

る
と
と
も
に
、
良
く
噛
め
る
入

れ
歯
が
提
供
で
き
る
な
ど
、
良

い
歯
科
治
療
が
行
え
る
よ
う
、

ま
た
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
歯

科
受
診
で
き
る
よ
う
次
の
事
項

の
実
現
を
強
く
求
め
る
。

１
、
患
者
窓
口
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
。

２
、
よ
く
噛
め
る
入
れ
歯
が
保

険
給
付
と
し
て
製
作
・
装
着
・

管
理
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た

歯
周
病
の
治
療
・
管
理
が
保

険
給
付
と
し
て
適
切
に
で
き

る
よ
う
に
す
る
等
、
良
質
な

歯
科
医
療
が
保
険
で
提
供
で

き
る
よ
う
に
診
療
報
酬
を
改

善
す
る
こ
と
。

答

答

答

問

問

問

意　

見　

書
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【研修テーマ　市税等収納率向上対策　３市共通】
　今回の総務常任委員会の研修については、一般財源の根幹をなす市税等の財源確保のため、収納率向上対策を
緊急の課題と定め、小松市、高岡市、山県市の先進地を視察してまいりました。
　視察した各市においては、徹底した滞納整理を実施しており、個々の滞納者を分析、機能分担性を取り入れ、
早期解決、差押、公売といった滞納者の分類をしており、現年度分未納者への催告、納税交渉を積極的に行い、
新規の滞納者を出さない施策をとっておりました。
　また、３市では夜間・休日の納税相談窓口を開設、昼間の仕事等で連絡や来庁できない納税者に対し、その利
便性を考慮して窓口を行っているなど自主納付の促進に努力しておりました。
　インターネット公売については、インターネットの普及により、全国からの公売申込が可能となり、より高額
な落札が期待され、低コストでできるといったメリットがあることから全国的に導入が進められおり、本市にお
いても早急に導入する価値があり、納税者に対する市としての滞納処分の行動が明確となり、納税意識の高揚に
も繋がる事案であると感じました。
　岐阜県全体の税徴収に対する考え方は、市民の納税に対する不公平感を払拭する考えであり、滞納者に対する
戸別徴収を一切行っておらず、県と一体となった徴収制度を確立し、県が市税を滞納処分するという方法をと
り、市民に対してのインパクトが非常に高いということでありました。
　口座振替の推進については、特にコンビニ収納において、時間も気にせず、どこでも納付できるといった利便
性があり、本市においても実施に向けた検討をしていかなければならないと思われました。

　　　　　

【古賀市】視察した、古賀市ごみ清掃工場は、次世代型都市ごみ処理施設で、分量の大
幅な減容の実現、焼却ごみ中の灰分の溶融後のスラグ活用、高温高圧の蒸気を効率よ
く熱回収し行う発電・売電利用と無駄なく処理できる、施設でした。当市でも既存す
る施設を大切に使うため、家庭からのごみや、個々の環境意識を大切にし、私たちの
手で作るエコの市にして行きたものです。

【佐賀市】青森県内ではほとんど行われていない総合窓口ですが、全国的には設置に踏み切っている自治体も増え
ているようです。当市でも、イオンモールつがる柏内に設置している「すまいるプラ
ザ」は、市民課業務、税の業務、その他の業務と利用可能である。このことから、本
市では「すまいるプラザ」の内容を充実すれば、市民の利便性の向上による市民満足
度につながるのではないかと思います。また、本庁の窓口も、市民の視点からワンス
トップで用件が済ます事が出来きるよう、改善しながら職員の接遇・業務内容の研修
を充実していきたいものだと考えます。

【長崎市】大がかりな機構改革で「こども部」を設置した長崎市の様々な子育て支援策
からは、急速に進む少子化になんとか歯止めをかけたいという思いが感じました。当市
でも行っているものもありますが、妊娠期から切れ目のない支援を同一部門で行える体
制は、施策の連続性、自己完結性を容易にし、責任の所在が明らかになり、市民の安心
につながるものと考えられます。児童クラブの増設、民間による運営。また、すべての
子育て家庭に対しての支援実施という気概とその体制づくりへの情熱を強く感じる長崎
市の取り組みを、当市でも取り入れて行きたいと考えます。

常任委員会の行政視察報告 先進自治体の事例を学ぶため、各常任委員会が視察を
行いました。その概要をお知らせいたします。

総務常任委員会　　　　視察先：石川県小松市・富山県高岡市・岐阜県山県市（7月5日～7月8日）

教育民生常任委員会　　　　視察先：福岡県古賀市・佐賀県佐賀市・長崎県長崎市（６月29日～７月２日）

小松市役所前にて 高岡市役所前にて 山県市役所前にて

古賀市清掃工場

長崎市役所にて

佐賀市役所ワンストップフロアー
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【研修地】愛媛県内子町 内子フレッシュパークからり、八日市護国町並保存センター
　　　　 広島県呉市 フィルムコミッション事業
　視察研修報告　　経済常任委員会副委員長　成　田　克　子
　この度、私ども経済常任委員会では本市永遠の課題であります、農業振興策、観光振興策について、調査、研
修をしてまいりました。内子町フレッシュパークからりでは、トレーサビリティシステムの導入による徹底した
チェック体制の確立と農業には誓約書を提出させ誠実な起債の担保としている事が消費者の求めている安心・安
全の提供となっており、農家女性の自立と農業所得向上に結び付いています。
　八日市護国の町並保存センターでの研修は、内子町のシンボル内子座も見学しました。内子座は大正５年に大
正天皇即位をお祝いして創建されたわが国でも屈指の本本格的な木造の芝居小屋であり、歴史と文化の薫る町並
でありました。
　昭和57年に国の重要伝統的建造物群保存地区に選定され、今や世界無形遺産に登録されております世界の宝と
なった内子座の見学は大変感動いたしました。
　この町並み保存の取り組みと、内子フレッシュパーク2ヵ所による内子町の集客力の
高さは、地理的要素に加えて、集客への取り組みの意識の高さの表れだと感服いたし
ました。
　呉市では昨年に引き続きフィルムコミッション事業について研修をしました。呉市
には歴史的文化遺産や海軍時代の建物、海上自衛隊、海上保安大学など呉地域にしかな
い施設が沢山あるためロケ地として大変恵まれた魅力たっぷりの土地でありました。本
市のフィルムコミッションの今後の課題についてヒントを得ることが出来ました。
　視察を通じてつがる市がより良い街になるように、又、
多くの市民の満足いただける市政が実現出来るように提言
させていただきたいと考えております。最後になります
が、今回視察に察し、市長をはじめ市民の皆様にこのよう
な機会を与えていただき、心から感謝を申し上げます。                                  

【曽於市】曽於市では向江公園事業を視察しました。市のほぼ中央部に位置し市役所に
隣接、市街地に近く杉と雑木林に囲まれた環境良好な公園で、旧建設省主催の手づく
りふるさと賞を受賞しています。国の補助を使い、総事業費は2億6千800万円。池には
鯉が放たれ、水生植物やホタル、トンボ等の生息地にしていく計画もあり、青少年の
自然生息観察の場としても活用しています。夜間照明施設もあり、午後10時まで利用
できることも魅力です。四季を通じて市民の憩いの場として利用されています。

【垂水市】定住促進事業の一環として始まった空家住宅情報提供事業について研修を行いました。
　つがる市でも人口減少が続いており、空家の有効活用を行い定住促進を図ることが市の活性化にもつながる重
要な課題だと認識しており、垂水市のこの事業はつがる市でも取り入れられる事業ではないでしょうか。事業内
容としては、賃貸、売買希望の空家情報を市の空家バンクに登録している定住を希望する方に紹介しています。
この制度の導入により人口増加による効果（市税の増収・普通交付税の増額・消費による経済効果等）が見られ
ましたが、最近は伸び悩んでおり、物件の発掘や、改修費助成制度の構築などが今後の検討課題であるとのこと
でした。

【南九州市】南九州市では、やすらぎとうるおいのある歩道事業について研修しました。中心市街地を走る主要地
方道は別名「昭和通り」として昭和30年代の懐かしい町並みを再現し、観光スポットとして道路を含め空地、空

家の活用などによる町並み整備が進められています。歴史的遺産
である武家屋敷群を背景として知覧町の街路事業においてはその
歴史と建物、建造物等に十分配慮し、景観の保全に努めています。
計画に沿った、道路整備が進められており、市民の生活道とし
て、また観光ルートとしても上手く活用されており、つがる市で
も長期的な計画に基づく道づくりが必要ではないかと考えます。

常任委員会の行政視察報告

経済常任委員会　　　　視察先：愛媛県内子町・広島県呉市（6月22日～25日）

建設常任委員会　　　　視察先：鹿児島県・曽於市・垂水市・南九州市（6月28日～7月1日）

研　修　風　景

呉市での研修

曽於市向江公園

垂水市研修風景 南九州市歩道事業

町並保存センター
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
条
例
一
部
改
正

　
　

平
川　

豊
委
員

　
　

今
回
建
設
さ
れ
た
消
防
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
他
に

建
設
予
定
は
あ
る
の
か
。

　
　

消
防
長

　
　

６
件
の
要
望
が
出
て
い
ま

す
。
全
て
木
造
地
区
で
す
。

　
　

木
村　

良
博
委
員

　
　

新
築
と
言
う
こ
と
で
、
建

設
さ
れ
て
か
ら
年
数
は
ど
の
ぐ

ら
い
経
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

消
防
長

　
　

建
設
さ
れ
て
か
ら
40
年
以

上
が
経
過
し
て
老
朽
化
し
て
い

る
た
め
新
築
し
て
い
る
も
の
で

す
。健

康
増
進
施
設
設
置
条
例　

　
　

松
橋　

勝
利
委
員

　
　

指
定
管
理
の
選
定
方
法
は
。

　
　

福
祉
部
長

　
　

今
回
が
初
め
て
と
い
う
こ

と
で
公
募
を
い
た
し
ま
す
。
選

定
に
当
た
っ
て
は
選
考
委
員
会

を
設
置
し
て
、
料
金
等
は
ご
意

見
を
伺
い
な
が
ら
決
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

松
橋　

勝
利
委
員

　
　

指
定
管
理
期
間
は
何
年
ぐ

ら
い
予
定
し
て
い
る
の
か
。

５
年
間
は
長
す
ぎ
る
の
で
は
な

い
か
。

　
　

福
祉
部
長

　
　

新
た
な
施
設
な
の
で
維
持

費
な
ど
見
え
て
こ
な
い
部
分
が

あ
り
、
今
年
度
は
実
績
で
相
殺

す
る
部
分
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
平
成
23
年
度
以
降
は
他
の

温
泉
施
設
が
３
年
間
な
の
で
合

わ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
　農

村
公
園
条
例
一
部
改
正

　
　

佐
藤　

孝
志
委
員

　
　

公
園
を
廃
止
す
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
出
来
て
か
ら
何

年
ぐ
ら
い
経
過
し
て
い
る
の

か
。

　
　
　

　
　

農
村
整
備
課
長

　
　

20
年
以
上
経
過
し
た
も
の

で
、
遊
具
の
耐
用
年
数
が
切
れ

て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
の
遊
べ
る
農
村
公
園

に
つ
き
ま
し
て
は
、
補
修
な
ど

し
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

多
目
的
研
修
集
会
施
設

「
若
草
館
」
条
例
廃
止

　
　

佐
藤　

孝
志
委
員

　
　

こ
の
施
設
を
貸
し
出
す
と

い
う
こ
と
だ
が
、
い
く
ら
で
貸

し
出
す
の
か
。

　
　

経
済
部
次
長

　
　

年
間
10
万
円
以
下
と
の
要

望
が
出
て
い
ま
す
の
で
そ
れ
に

見
合
う
ス
ペ
ー
ス
を
貸
し
出
す

予
定
で
す
。

　
　

成
田　

克
子
委
員

　
　

施
設
を
貸
し
出
し
し
な
が

ら
市
の
財
産
と
し
て
売
却
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

　
　

経
済
部
次
長

　
　

売
却
す
る
場
合
は
取
り
壊

し
て
更
地
に
す
る
と
高
額
に
な

り
な
か
な
か
買
い
手
が
つ
か
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
今
後

管
財
課
と
検
討
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 

公
民
館
条
例
一
部
改
正

　
　

佐
々
木　

直
光
委
員

　
　

各
地
区
に
集
会
所
が
あ
る

が
、
こ
れ
も
市
長
が
管
理
す
る

こ
と
に
な
る
の
か
。

　
　

総
務
部
長

　
　

実
質
的
に
管
理
は
従
前
と

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
条
例
の
表
現
を
適
正
に
直

し
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
で
す

の
で
、
集
会
所
を
管
理
す
の
は

市
長
で
す
。
そ
の
上
で
指
定
管

理
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

現
在
は
業
務
の
委
託
と
言
う

こ
と
で
お
願
い
し
て
い
ま
す

が
、
指
定
管
理
を
取
り
入
れ
な

い
限
り
は
従
来
通
り
の
形
で
今

後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　

齊
藤　

進
委
員

　
　

稲
垣
交
流
セ
ン
タ
ー
は
市

長
が
管
理
し
、
同
じ
交
流
セ
ン

教
育
民
生
常
任
委
員
会

経
済
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

委
員
会
の
審
査

委
員
長

齊
藤
　
幸
洋

委
員
長

三
上
　
　
洋

委
員
長

山
本
　
清
秋

答

答答答

答

答

答

答

問

問問

問

問

問問

問

問
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タ
ー
で
も
柏
ふ
る
さ
と
交
流
セ

ン
タ
ー
だ
け
が
教
育
委
員
会
の

管
理
に
な
っ
て
い
る
が
ど
う
し

て
か
。

　
　

総
務
部
長

　
　

今
回
の
条
例
改
正
の
中

で
、
管
理
者
が
教
育
委
員
会
に

な
っ
て
い
る
の
は
公
民
館
と
柏

ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、

こ
の
２
ヶ
所
は
教
育
施
設
で
あ

る
と
の
こ
と
か
ら
教
育
委
員
会

管
轄
と
い
う
表
現
に
な
っ
た
訳

で
す
。

稲
垣
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
農
業

と
か
稲
わ
ら
を
通
し
た
交
流
を

実
施
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

一
般
的
に
言
わ
れ
る
社
会
教
育

施
設
と
は
別
な
主
旨
で
設
置
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
手
続
き
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　
　

佐
々
木　

直
光
委
員

　
　

同
じ
団
体
に
固
定
的
に
指

定
管
理
が
さ
れ
、
新
た
な
業
者

の
参
入
が
で
き
な
く
な
る
の
で

は
な
い
か
と
言
う
懸
念
が
あ

る
。

　
　

総
務
部
長

　
　

確
か
に
指
定
管
理
者
が
固

定
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
基
本
的
に

は
公
募
が
原
則
だ
と
い
う
考
え

は
崩
さ
ず
対
処
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

再
選
考
出
来
る
場
合
で
も
今

後
も
効
果
的
効
率
的
に
指
定
管

理
が
出
来
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
、
専
門
性
、
継
続
性
が
必
要

だ
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
限
り

再
選
考
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
方

針
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　

成
田　

博
委
員

　
　

選
定
委
員
会
は
あ
る
の
か
。

　
　

総
務
部
長

　
　

選
定
委
員
会
は
あ
り
ま

す
。
仕
組
み
と
し
ま
し
て
は
、

公
募
す
る
場
合
に
選
定
委
員
会

を
設
け
ま
し
て
公
募
し
て
い
た

だ
い
た
皆
様
か
ら
書
類
、
面
接

等
を
行
い
、
委
員
会
で
方
針
を

出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

私
（
総
務
部
長
）
が
委
員
長

で
、
各
部
長
を
委
員
と
い
た
し

ま
し
た
委
員
会
を
開
い
て
お
り

ま
す
。

　
　

齊
藤　

進
委
員

　
　

指
定
管
理
は
公
募
が
最
優

先
で
あ
る
と
い
う
条
項
は
ど
こ

か
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

総
務
部
長

　
　

つ
が
る
市
公
の
施
設
に
係

る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
き

に
関
す
る
条
例
の
第
二
条
、
指

定
管
理
者
の
募
集
等
に
「
指
定

管
理
者
に
公
の
施
設
の
管
理
を

行
わ
せ
よ
う
と
す
る
時
は
法
人

そ
の
他
の
団
体
を
公
募
す
る
も

の
と
す
る
。
た
だ
し
、
公
の
施

設
の
管
理
上
緊
急
や
む
を
得
な

い
事
情
が
あ
る
場
合
は
こ
の
限

り
で
は
な
い
」
と
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
書
き
は
あ
り

ま
す
が
、
基
本
的
に
は
公
募
す

る
も
の
と
い
う
こ
と
が
基
本
に

な
っ
て
い
ま
す
。

あの審議はどうなった？
議会での質問や提言のその後を報告します

映画の撮影に参加しました

　６月定例会一般質問で成田克子議員よ
り　　　「子宮頸がん予防ワクチンの公
費助成」についての提言がありました。
　　　　厚生労働大臣が2011年度予算の
概算要求に盛り込むと表明しました。
国の動向を見ながら、市でも公費助成を
実施する予定です。

　３月定例会において、建設常任委員会
で審議された
　　　市道上相野柏線の拡幅及び舗装修
繕に関する請願は、
　　　　土木課では、傷みの激しかった
道路と側溝165ｍ区間の修繕に着手し、
11月上旬には完成の予定です。

　今定例会に上程された映画制作事業補助金が議決さ
れ、東北新幹線全線開業後の誘客に向けたつがる市の
PRショートムービー「けの汁」がつがる市内一円で
撮影されました。
　10月９日は森田町木村農園での結婚式のシーンが撮
影されました。
　撮影には、伊藤良二、成田克子、三上洋議員もエキ
ストラとして参加し、伊藤議員は新婦の父親役と言う
重要な役どころを演じて（？）いました。完成が待たれ
ます。

答

答

答

答

問 問

問

質問

質問

その後

その後

柏ふるさと交流センター
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これまでの議会の活動の一部を紹介します

８　月
1 バス市訪問団さよならパーティ
6 あおぎん夏祭り
9 伊勢ヶ濱部屋つがる市総会及び激励会

12 つがる市戦没者追悼・平和祈念式つがる市遺族会総会
15 つがる市成人式
17 第１回臨時議会
22 社会福祉協議会木造地区夏祭り

27 馬市まつり実行委員会会長杯ゲートボール大会
馬頭観世音大菩薩奉賛会祈願式

28 上原げんと先生を偲ぶ会　
上原げんと杯のど自慢大会

29 消防団玉落競技大会
馬ねぶたパレード・新田火まつり

31 議会運営委員会

９　月
2 つがる市福祉顕彰式

3 議会開会（～17日）
南広森コミュニティ消防センター落成記念式典祝賀会

16 つがる市表彰選考審査会委員の委嘱状の交付式及び表彰選考審査会
17 秋の全国交通安全運動のつどい
23 「食の魅力発見」第5回フェスタinつがる市
24 向陽小学校安全祈願祭
25 津軽まほろば会総会及び懇親会　東京（～26日）

10　月
6 青森県議長会議員研修会　青森（～7日）

11 つがる市社会福祉大会

14 全国市議会議長会基地協議会東北部会
ブロック会議役員会及び定期総会　宮城県

17 つがる市総合防災訓練参観

19 東北防衛局要望　
総務省・防衛省要望　東京（～20日）

　

つ
が
る
市
議
会
だ
よ
り
24
号

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
本
当
に
暑
か
っ

た
で
す
ね
。
市
民
の
皆
さ
ま
、

体
調
な
ど
崩
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
秋
の
果
物
も
お
い

し
い
季
節
で
す
。
心
配
さ
れ
た

り
ん
ご
の
日
焼
け
も
最
近
の
冷

え
込
み
で
回
復
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
出
来
秋
の
収
穫
に

感
謝
し
て
来
る
年
も
幸
多
か
れ

と
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

■
市
議
会
だ
よ
り
集
委
員
会

　
　

委
員
長　

成
田　

克
子

　
　

副
委
員
長　

長
谷
川　

徹

　
　

委　
　

員　

木
村　

良
博

　
　

委　
　

員　

佐
藤　

孝
志

　
　

委　
　

員　

小
笠
原　

忍

　
　

委　
　

員　

村
上　

秀
徳

　
　

委　
　

員　

佐
々
木
慶
和

　
　

委　
　

員　

平
川　
　

豊

　
　

委　
　

員　

齊
藤　

幸
洋

　
　

委　
　

員　

白
戸　

勝
茂

　

９
月
９
日
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
研
修
中
の
五
所
川
原
工
業

高
校
生
が
予
算
決
算
特
別
委
員

会
を
傍
聴
し
、
感
想
を
寄
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

「
自
分
の
住
ん
で
い
る
市
を
動

か
し
て
い
る
と
い
う
現
場
を
見

る
こ
と
が
で
き
て
貴
重
な
体
験

が
で
き
た
」「
短
時
間
の
議
論

の
中
で
し
っ
か
り
と
し
た
改
善

策
等
が
出
せ
て
い
た
の
で
す
ご

い
と
思
い
ま
し
た
」「
議
会
を

生
で
見
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た

の
で
緊
張
し
た
が
、
面
白
い
体

験
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」

　

感
想
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
も
議
会

の
傍
聴
に
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　今年も議員団はつがる市最大のイベント、
馬市祭りパレードに参加しました。
　揃いの法被とキャップで市内を練り歩き、
祭りを盛り上げていました。

　市議会基地対策特別常任委員会（委員長　白
戸勝茂）は、総務省・防衛省を訪れ、両副大臣に
基地交付金等の増額を要望してきました。来年
度は今年度以上の配分を強く望んでいます。

編

集

後

記

議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う

︽
次
回
定
例
会
予
定
︾
12
月

議
会
を
傍
聴
し
て

8／29 馬市祭り馬ネブタパレード

10／19・20 東北防衛局・防衛省要望

安住防衛副大臣に要望する委員ら


